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09 流山憲法集会  
渡辺治さんを招いて講演会（その１） 

 平和憲法の意義、改

憲論の狙い、市民の運

動に求められている課題

を明快に展開 

 ５月１６日、生涯学習セ

ンターにおいて、渡辺治さ

ん（一橋大学教授）を招い

て講演会を開催しました。テーマは「憲法『改正』

は日本とアジアに何をもたらすか？」。  講演は

５つの｢なぜ」に答える形で進められました。 

 

 第１の「なぜ」は、「改憲しないと日本とアジ

アの安全は守れないのか？」。 

 これについての渡辺さんの回答は、次のように

明快。北朝鮮の脅威が叫ばれるが、この国の経済

力は東京の足立区と同程度と指摘。弱い経済力の

中で米国の圧力に対抗する最も効果的な手段とし

て、国民生活に極度の犠牲を強いながら核開発を

行っている。しかし足立区が日本や韓国や米国を

相手に戦争を起こせるはずがない。 

 北朝鮮が日本に反撃することがあり得るとすれ

ば、それは日本が米国の北朝鮮攻撃に荷担すると

き。憲法「改正」の動きは、実はこの事と大いに

関連している。つまり集団的自衛権の行使や先制

攻撃が出来る国に変えるための憲法の「改正」だ。 

 中国の軍拡の脅威も指摘されているが、この動

きに対抗する最も効果的な選択肢は、９条の原則

をアジアに広げ、貫徹すること。９条を改正する

ことは、かえってアジアの警戒心を高め、中国の

軍拡に拍車をかけるだけ。 

 

 第２の「なぜ」は、「憲法９条は本当に役に立

たないのか？」。 

 この問いに対して渡辺さんは、「役に立たない憲

法を役に立つものに変える」とは民主党なども言

っている議論だが、９条が本当に役に立ってない

とすれば改憲の必要はないはず、と主張。９条が

生きて力を発揮しているからこそ、彼らは改憲の

必要を言い立てている。 

 憲法は敗戦直後はあまり力がなかったが、その

後の国民の運動こそが力を与えた。その最も大き

なものが６０年安保の国民的大闘争。巨大な安保

闘争を作りだしたのは、革新政党の共闘、若い人々

の立ち上がり、団体・組織が持つ力のなどの集合

力。この闘争の後、自民党は改憲をおおっぴらに

言えなくなり、自衛隊の装備や行動にも大きな制

約が科せられてきた。しかし、アジアでの戦争の

阻止には力を発揮できず、ベトナム侵略への荷担

も防げなかったという弱点もあった。 

 

 第３の「なぜ」は、「改憲の本当の理由は何か？」 

 渡辺さんの考察は、以下の通り。本当の狙いは、

自衛隊の海外での武力行使を可能にすることと日

本の軍事大国化だ。日本が軍事大国化をめざす要

因のひとつは、冷戦終焉による自由市場の拡大と

大競争時代の到来（グローバリゼイション）によ

り、「世界の警察官」としての米国の力に限界が見

え、日本にもその負担を分担せよとの圧力を強め

てきたこと。もうひとつは、日本自身が企業の多

国籍化を推し進め、海外市場に大規模に進出した

結果、進出先の国々の治安の維持に関心を持ち始

めたこと。 

 保守勢力は、当初は安保闘争の記憶もあって解

釈改憲で対応しようとしたが、イラク派兵を通し

て改めて９条の制約を痛感し、米国と一緒に海外

で戦争が出来る国をつくるべく本気で改憲をめざ

し始めた。任期中の改憲を公約する安倍政権が誕

生し、民主党も巻き込む改憲草案を作り、改憲手

続きの法律も作られた。しかし、安倍政権は、挫

折した。 
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 この挫折を生み出したものこそ、全国に組織さ

れていった草の根の「九条の会」だ。九条の会は、

６０年安保闘争のスタイルとずいぶん違っている。

第１に、安保闘争は革新共闘が軸だったが、九条

の会には政治的立場は保守という人々も参加して

いる。第２に、安保闘争は戦争の記憶が濃く残る

時代の若い人々の戦争拒否意識がエネルギーとな

ったが、九条の会はどちらかといえば安保闘争も

高度成長も知る成熟した中高年パワーに支えられ

ている。第３に、安保闘争は団体・組織間の共同

闘争だったが、九条の会は個人のイニシアチブが

活かされ、発揮される緩やかなネットワーク運動

だ。 

寄せられた感想から……講演 

◆わかりやすい、おしつけがない、元気がでる お

話をいただきました。裏づけ資料を提出してくだ

さいました。福田ドクトリンのこと、佐藤元総理

のノーベル平和賞のことなど、再認識しました。

（７０代男性） 

◆海賊新法の危険性がこれまでもう一つ分からな

かったが、先生の講演でよく理解できた。また、

「北朝鮮の脅威」についても具体的数値で示され

たので、本当の「脅威」ではないことも理解でき

た。この二つは一般の報道では示されることがな

いので、今後もこの辺を掘り下げた形で、チラシ

などで説明してもらうと、一般の理解が進むと思

う。（６０代男性） 

◆６２年戦争をしなかった、この現実に確信を持

とう。には強く共鳴する。この不況が綱引きの力

を弱めているのでは…と心配です。（６０代男性） 

感想…… 「九条の会・流山」の活動について 

◆地道な活動に敬意を表します。９の日の活動に

ついて、知りませんでした。出来るだけ参加した

いと思います。（６０代男性） 

◆９条の会に対する井崎市長の対応にがっかりし

ました。行政運営の根底に憲法遵守をすえるべき

です。これからも、市長に対し、憲法に対する考

え方を引き出していくべきです。（６０代男性） 

参加およそ 170 人。当日は公園での行事と重なり、

駐車場が一杯で、お帰りになった方もあったのでは

ないかと懸念しています。 

核兵器禁止への動きは本物か？ 

オバマ米大統領のプラハでの発言（４/5）に多

くの人が注目しています。 

「世界で唯一核兵器を使用したことのある核保

有国として、米国は行動を起こす責任がある」こ

れがどこまで本気なのか、どこまで実現の可能性

があるのかなど未知数です。しかし本物にするか

どうかは世界の世論が決め手です。核廃絶の世界

の世論の高まりがオバマ政権の行方を決めるので

はないでしょうか。「唯一の被爆国の責任」を政府

も明らかにしてほしい。 

５月３日憲法記念日に３箇所で宣伝 

 各所１０人以上参加、虚無僧（？）
も 
南流山駅、流山おおたかの森駅、江戸川台カドヤ

前 の三箇所で平和憲法の大切さを訴え、16 日の

憲法集会への参加を呼びかけました。 
３０分宣伝をして移動というのはかなりあわただ

しく、連続して参加した方は大変でした。 

各場所には地元の会員の方が参加し、それぞれ

１０人以上でマイクとチラシで訴えました。 

初石地域の会員のＫさんはダンボールで自作し

た虚無僧笠に着物姿で参加。趣味で吹いていらっ

しゃるという尺八の

腕前はなかなかのも

の。「憲法九条五月晴

れ……」という歌の

一節を交えて演奏。

道行く人々がしばし

立ち止まって聞き入

ったり、遠慮がちに

写真を取る人も……。

参加者からも「面白

かった」と好評でしたが、マイクが一本しか用意

してなかったため、宣伝の演説の合間に少しの時

間しか尺八に回せなかったのが残念でした。 

定例駅頭宣伝 
５月は３日と９日に宣伝を行いました。 
６月は ９日 (火) 15：30～16：30 

駅頭宣伝 流山おおたかの森駅  

✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧✧  

カンパはこちらの郵便振替口座へ 



 - 3 - 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山・ 


